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1 はじめに

ミクロな世界を司る量子力学、時間と空間の概念を一新した特殊相対論。我々の日常的な

感覚とは全く異なる切り口で世界を記述するこれらの理論は、それ自体が大変興味深いもの

だ。しかし、本講演では更にその先、二つの理論が統合された場の量子論という理論、特に

その理論が持つ対称性を扱いたい。

量子力学はユニタリ変換に対して、特殊相対論はポアンカレ変換－ローレンツ変換と時空

の並進－に対して不変な理論であった。そして、その二つの性質を引き継ぐ場の量子論は、

ポアンカレ群のユニタリ表現に対して不変な理論である。この理論の不変性、対称性を注意

深く考察すると、実は世界に存在しうる自由粒子の完全な分類表の作成が可能となる。理論

の対称性と自由粒子の分類、その関係について本講演では見ていきたい。

2 講演内容

まず特殊相対論と量子力学が持つ対称性について触れ、場の量子論がどのような対称性を

持つべきか考える。次に理論の対称性を記述するため、群とその表現という概念を導入す

る。最後にポアンカレ群の既約ユニタリ表現の分類論の骨子を述べ、今まで発見されている

粒子－電子や光子－が、分類表に確かに含まれていることを確認したい。

一見難しそうな事が並んでいるが、肩肘張らず気楽に聴いていただきたい。自由粒子の分

類問題という物理と、群の表現論という数学が交わる様を楽しんでいただれば幸いだ。
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